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商工連ながの



商
工
連
は
５
月
28
日
、
塩
尻
市
の
「
ホ
テ

ル
中
村
屋
」
に
お
い
て
平
成
27
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
、
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
任
期
が
満
了
の
た
め
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
前
副
会
長
柏

木
昭
憲
氏
（
御
代
田
町
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
に
は
新
た
に
由
井
正
隆
氏
、

下
平
陸
昭
氏
、

齊
藤
正
昭
氏
、

横
山
英
雄
氏
が

選
任
さ
れ
、
専

務
理
事
に
は
中

村
英
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
氏
名
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
、
退
任
役
員
全

員
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

矢
﨑
会
長
は
「
今
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
13
年
度
よ

り
商
工
連
役
員
と
な
り
、
本
日
ま
で
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
な
時
代
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
県
と
の
信
頼
関
係
も
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
骨
子
は
常
に
改
革
で

あ
り
、
商
工
会
・
商
工
連
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

掲
げ
て
職
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
県
補
助
金
の
新
し

い
体
制
に
あ
る

程
度
の
目
途
を

つ
け
て
退
任
で

き
る
こ
と
を
幸

せ
に
思
い
ま

す
。」
と
お
礼
を

述
べ
た
後
、「
商

工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は

こ
れ
か
ら
の
10

年
後
を
見
据
え

た
施
策
で
あ
り
、

ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。」
と
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
役
員
全
員
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
に
会
長
に
選
任
さ
れ
た
柏
木
昭
憲
氏

は
「
今
、商
工
会
は
近
年
に
続
く
会
員
の
減
少
、

組
織
率
の
低
下
等
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
商
工
会
中
期
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
本
格
運

用
が
開
始
さ
れ
る
た
め
、

矢
﨑
会
長
の
意
思
を
継
承

し
、
経
営
支
援
体
制
の
確

立
と
県
と
の
よ
り
よ
い
関

係
を
引
き
続
き
維
持
し
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
支
援

体
制
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
商
工
連
と
県
下
69
商

工
会
が
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
和
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
会
員
の

満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
総
会
の
席
上
、
商
工
貯
蓄
共
済
、

会
員
福
祉
共
済
、
特
定
退
職
金
共
済
、
記
帳

機
械
化
事
業
の
優
良
商
工
会
表
彰
も
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
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任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

柏
木
昭
憲
新
会
長
を
選
出

柏木商工連会長
就任あいさつ

商工連
通常総会

役　名 氏　　名 商 工 会

会　　 長 柏木　昭憲 御 代 田 町
副 会 長 由井　正隆 佐 久 穂 町

〃 下平　陸昭 飯 島 町
〃 齊藤　正昭 安 曇 野 市
〃 横山　英雄 長 野 市

専務理事 中村　英雄 商 工 連
理　　 事 春原　晃夫 浅　　 科

〃 滝沢　恒夫 南 牧 村
〃 岩下　勇雄 青 木 村
〃 名取　元秀 富 士 見 町
〃 黒田　重行 箕 輪 町
〃 藤倉陽太郎 阿 智 村
〃 秦　和陽児 泰 阜 村
〃 伊藤　民男 南 木 曽
〃 中野　悦實 松本市波田
〃 坂爪　基浩 生 坂 村
〃 杉山　茂実 白　　 馬
〃 藤澤　一彦 高 山 村
〃 田 中　　 篤 山 ノ 内 町
〃 望月　喜好 野 沢 温 泉
〃 重盛　秀敏 箕 輪 町
〃 佐々木悦子 臼 田 町

監　　 事 西川　範明 平 谷 村
〃 石田　憲明 小 谷 村
〃 間瀬　一朗 信 濃 町

長野県商工会連合会役員名簿
 （順不同、敬称略）

平成27年５月28日改選

新役員
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県
青
連
は
５
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

松
本
市「
松
本
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
通
常
総
会
及
び
商
工
会
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
４
議
案
が
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
重
盛

秀
敏
氏
（
箕
輪
町
）
が
選
出
さ
れ
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
が
優
良
で

あ
っ
た
川
上
村
商

工
会
青
年
部
と
箕

輪
町
商
工
会
青
年

部
へ
小
林
会
長
か

ら
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
し

た
主
張
発
表
大
会

で
は
、
県
下
４
地

区
の
代
表
、
真
田

町
商
工
会
青
年
部

の
今
川
純
一
氏
、

箕
輪
町
商
工
会
青

年
部
の
五
十
嵐
学

氏
、
山
形
村
商
工

会
青
年
部
の
根
橋

昌
希
氏
、
戸
倉
上

山
田
商
工
会
青
年
部

の
瀧
澤
英
雄
氏
の
４

氏
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、

老
朽
化
し
た
公
園
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
青

年
部
活
動
と
し
て
改
修
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

そ
の
体
験
に
つ
い
て
発
表
し
た
箕
輪
町
商
工
会

青
年
部
の
五
十
嵐
学
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
五
十
嵐
学
氏

は
９
月
に
開
催
予
定
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ

長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、

１
日
目
に
「
国
、
県
等
に
お
け
る
産
業
振
興
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
商
工
連
担
当
者
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
「
市
場
開
拓
、

販
路
開
拓
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
代
表
取
締
役
の
沖
本
る
り

子
氏
の
講
演
と
、「
着
地
型
観
光
モ
デ
ル
の
事
例

研
究
と
そ
の
応
用
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、

全
国
商
工
会
連
合
会

の
観
光
振
興
・
着
地

モ
デ
ル
が
専
門
の
菅

原
達
也
氏
の
講
演
を

受
講
し
ま
し
た
。

５
月
11
日
（
月
）
長
野
市
「
ホ
テ
ル
信

濃
路
」
に
お
い
て
、
通
常
総
会
及
び
商
工

会
女
性
部

リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

通
常
総
会

で
は
、
平
成

26
年
度
事
業

報
告
、
収
支

決
算
報
告
、

平
成
27
年
度

事
業
計
画
な

ど
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ

れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
役

員
改
選
に
お

い
て
は
、

佐
々
木
悦
子

会
長
（
臼
田

町
）
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
開

催
し
た
主
張

発
表
大
会
で

は
、
県
下
４

地
区
を
代
表
し
て
青
木
村
商
工
会
女
性
部

の
若
林
君
代
氏
、
阿
智
村
商
工
会
女
性
部

の
小
池
知
加
子
氏
、
白
馬
商
工
会
女
性
部

の
松
沢
郁
子
氏
、
高
山
村
商
工
会
女
性
部

の
小
林
な
な
子
氏
の
４
名
が
発
表
し
ま
し

た
。

最
優
秀
賞
は
、

海
外
か
ら
の
観

光
客
に
対
応
し

て
、
英
会
話
を

習
得
す
る
企
画
に
つ
い
て
発
表
し
た
白
馬

商
工
会
女
性
部
の
松
沢
郁
子
氏
が
受
賞
し

ま
し
た
。

ま
た
、
商
工

会
女
性
部
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
で

は
「
平
成
27
年

度
県
女
性
連
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
」
商

工
連
担
当
者
が
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
㈱
代
表
取
締
役
社

長
西
田
陽
子
氏
よ
り
「
出
来
る
オ
ン
ナ
の

男
性
社
会
の
中
で
の
世
渡
り
術
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
女
性
の
社
会

進
出
を
高
め
、
女
性
を
活
躍
さ
せ
る
い
く

つ
か
の
事
例
を
講
演
さ
れ
、
受
講
者
は
熱

心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
新
会
長
に
重
盛
秀
敏
氏
を
選
出

長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

役
員
改
選
で
佐
々
木
悦
子
会
長
が
再
任

長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

挨拶をする重盛新会長と新役員

役員就任の挨拶をされる佐々木会長と新役員の皆さん

最優秀賞を受賞さ
れた五十嵐学 氏

最優秀賞を受賞さ
れた松沢郁子氏

講師の
西田陽子氏

講師の
沖本るり子氏

講師の
菅原達也氏



商工連ながの H27.8月号● 4

各
地
区
の
事
例
発
表
の
内
容
と
し
て
、
東
信
地
区
で
は
立
科

町
商
工
会
都
市
部
と
の
交
流
・
誘
客
事
業
、
佐
久
穂
町
商
工
会

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
事
業
、
長
和
町
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
活
性

化
支
援
事
業
に
つ
い
て
事
例
発
表
。
南
信
地
区
で
は
富
士
見
町

商
工
会
商
業
部
会
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
、
宮
田
村
商
工
会

青
年
部
を
中
心
と
し
た
地
域
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
平
谷
村
商
工
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
買
物
弱
者

対
策
に
つ
い
て
事
例
発
表
。
中
信
地
区
で
は
南
木
曽
商
工
会
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
筑
北
村
商
工
会
移
動
販
売
車
に

よ
る
買
物
弱
者
対
策
、
白
馬
商
工
会
海
外
旅
行
者
へ
の
対
応
対

策
に
つ
い
て
事
例
発
表
。
北
信
地
区
で
は
栄
村
商
工
会
長
野
県

北
部
地
震
被
災
か
ら
の
復
興
状
況
、
山
ノ
内
町
商
工
会
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
産
業
に
よ
る

地
域
活
性
化
の
課
題
、
高
山
村
商

工
会
た
か
や
ま
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
整

備
計
画
と
現
状
に
つ
い
て
事
例
発

表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に
手
応
え

や
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

懇
談
会
を
と
お
し
て
、
柏
木
商
工
連
会
長
よ
り
「
現
在
の
商

工
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
会
員
の
減
少
、
組
織
率
の
低
下
な

ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
下
の
な
か

本
年
度
は
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
の
本
格
運
用
の

初
年
度
に
な
り
ま
す
。
基
本
理
念
で
あ
る
『
ひ
と
り
一
人
の
会

員
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
前
に
進
め
る
』
と
い
う
支
援

体
制
を
継
承
し
た
経
営
支
援
体
制

の
整
備
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
経
営
支
援
機
能
の
拡
充
と
会

員
サ
ー
ビ
ス
強
化
を
推
進
、
会
員

満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
に
も
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

『
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
』
と
い
う
聖
徳
太
子
が
制
定
し
た

十
七
条
の
憲
法
に
で
て
く
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
県
下
商
工
会

と
県
連
役
職
員
一
丸
と
な
り
『
和
』
の
精
神
を
以
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
阿
部
長
野
県
知
事
よ
り
「
商
工
会
連
合
会
ま
た
県
下
商

工
会
に
お
い
て
は
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
様
々
な

改
革
努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
か
、
皆
様
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
、
産
業
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
皆
様
に
課
題
を
だ
し
て
い
た
だ
き
、

情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
、
人
口

減
少
社
会
の
中
で
も
活
力
の
あ
る
子
供
、
若
者
達
が
未
来
に
向

け
て
希
望
の
持
て
る
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。
来
年
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」、
諏
訪
の
御
柱
祭
も
あ
る
。

長
野
県
は
広
い
の
で
、
地
域
問
題
が
各
地
域
の
問
題
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
商
工
会
の
横
の
連
携
を
活
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
プ
ラ
ス
効
果
が
他
の
地
域
へ
広
が
る
よ
う
に
、

県
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
産
地
消
の
考

え
も
大
事
だ
が
地
消
地
産
の
発
想
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
地
消
地
産
と
は
今
、
地
域
で
消
費
し
て
い
る
も
の
を
地
域

で
産
み
出
す
事
を
言
い
、
長
野
県

内
の
経
済
界
の
方
な
ど
に
も
こ
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
も
ら
う
等
、

様
々
な
分
野
で
の
視
点
を
変
え
て

い
く
事
が
必
要
で
あ
る
。」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

長
野
県
商
工
会
連
合
会
で
は
６
／
18
県
知
事
と
東
信
地
区
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
皮
切
り
に
７
／
17
南
信
地
区
、
７
／
22

中
信
地
区
、
７
／
24
北
信
地
区
の
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
を
行
い
、
累
計
約
１
６
０
名
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
懇
談
会

で
は
各
地
区
の
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
及
び
商
工
会
の
事
例
発
表
が
あ
り
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
活
動
の
情
報
共
有
と
理
解
促
進
へ
む
け
て

懇談会の様子

白馬商工会杉山会長

柏木商工連会長阿部長野県知事

長
野
県
知
事
と
県
内
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
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㈲
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
ア
イ
は
平
成

元
年
8
月
に
家
具
小
売
業
と
し
て
創
業
。
高
級

家
具
の
取
扱
店
と
し
て
多
く
の
お
客
様
か
ら
ご

愛
顧
を
い
た
だ
き
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
従

業
員
5
名
で
1
級
リ
ビ
ン
グ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
1

名
、
ス
リ
ー
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
1
名
が
お
り
、

お
客
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
野
市
内
は
家
具
小
売
の
大
型
店
の
進
出
に

よ
る
安
価
な
家
具
の
販
売
に
よ
り
、
低
価
格
競

争
の
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
、
嫁
入
り
道
具
と
し
て
の
大
物
タ
ン
ス

等
の
需
要
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

住
宅
新
築
の
際
の
「
つ
く
り
付
家
具
」
が
主
流

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
タ
ン
ス
等
の
需
要
も
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。
当
社
で
も
社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
商
売
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
付
き
合

い
の
あ
っ
た
椅
子
等
を
修
理
し
て
い
た
会
社
が
、

代
表
者
が
高
齢
に
な
り
事
業
を
引
き
継
ぐ
後
継

者
が
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
当
社
で
平
成
26

年
1
月
よ
り
事
業
を
承
継
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
会
社
は
、
近
隣
地
域
で
は
唯
一
の

椅
子
・
ソ
フ
ァ
ー
等
の
張
替
え
・
縫
製
に
お
い

て
高
度
な
技
術
を
持
つ
会
社
で
あ
り
、
こ
の
優

れ
た
技
術
が
途
絶
え
る
と
当
社
は
も
と
よ
り
地

域
の
家
具
店
等
も
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
家

具
修
理
等
に
つ
い
て
は
年
々
需
要
も
増
加
し
て

き
て
い
る
た
め
、
当
社
の
新
規
取
扱
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
経
営
革
新
認
定
を
取
得
し
て
修
理
事
業

へ
進
出
し
、
付
加
価
値
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
愛
着
の
あ
る
家
具
を
簡
単
に
手
放
し
た
く
な

い
と
考
え
て
い
る
お
客
様
は
、
思
っ
た
以
上
に

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
話
す
店
長
で
、
同

社
の
後
継
者
で
も
あ
る
新
井
芳
明
さ
ん
。
東
京

の
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
の
バ
ッ
テ
リ
ー
関
係

の
会
社
に
就
職
し
営
業
職
に
従
事
。そ
の
職
場
で
、

製
品
の
納
品
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
と
、
最
後
ま
で
お
客
様
の
役
に
立
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。そ
の
後
、

そ
の
考
え
方
を
生
か
し
て
い
こ
う
と
、
後
を
継

ぐ
た
め
に
戻
っ
た
こ
の
店
で
も
厳
選
し
た
新
品

家
具
の
販
売
と
同
様
に
、
家
具
の
修
理
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
店
で
購
入
さ
れ
た
家
具
は
も
ち
ろ
ん
、
他

店
で
購
入
さ
れ
た
家
具
の
修
理
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。
長
年
の
使
用
で
座
面
や
背
も
た
れ
が

擦
り
切
れ
た
椅
子
や
ソ
フ
ァ
ー
、
塗
装
が
は
げ

た
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
工
房
に
は
様
々
な
状
態
の

家
具
が
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。
中
に
は
完
全
に
元

通
り
に
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客

様
と
話
し
合
い
、
で
き
る
限
り
要
望
に
沿
っ
て

末
永
く
使
え
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
修
理
し
て

い
ま
す
。

家
具
の
状
態
は
一
つ
一
つ
違
う
の
で
、
熟
練

の
職
人
が
す
べ
て
手
作
業
で
修
理
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
椅
子
の
座
面
張
替
か
ら
ソ
フ
ァ
ー

の
総
張
替
に
は
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

「
傷
ん
で
し
ま
っ
た
家
具
で
も
、
お
客
様
が
買
っ

た
時
の
喜
び
や
、
ご
家
族
と
の
思
い
出
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
生
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私

た
ち
も
、
心
を
込
め
て
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。」
と
次
々
に
寄
せ
ら
れ
る
依
頼
で
修

理
工
房
は
フ
ル
回
転
で
す
。

中小企業の新たな事業活動

① 本体にねじ止めしてある座面を
外して、座面のベニヤ板から古
い布地と中のクッション材をは
ぐ。

② 新しいクッション材と、座
面の牛革を、ベニヤ板の寸
法に合わせてカット。本体
の枠にはまるかどうか確か
め、サイズを調整する。

③ 革を張る際、端の部分をベニヤ
板の裏側で止める。どこにもし
わができないように、何度も強
く引っ張りながら固定する。

④ ベニヤ板の裏側に布を張り、本体にねじ止
めして完成。美しく、しっかりと修理する
には、確かな技術を持った職人による手作
業が必要なのです。

㈲アメニティーショップ・アイ 長野市商工会

愛着のある家具を  美しく修理

店舗全景
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斑
尾
高
原
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
6
年
間
経
営

し
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
朝
食
で
好
評
だ
っ
た
手

作
り
ジ
ャ
ム
を
10
万
円
の
現
金
で
、
ラ
ベ
ル

や
瓶
な
ど
を
購
入
し
卸
し
始
め
ま
し
た
。
斑

尾
高
原
、
志
賀
高
原
、
軽
井
沢
、
白
馬
な
ど

を
開
拓
後
、
全
国
の
デ
パ
ー
ト
の
ギ
フ
ト
に

進
出
し
資
本
金
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

38
歳
の
時
に
当
時
の
三
水
村

篠
原
元
村
長
さ
ん
に
お
会
い
し
、

企
業
進
出
の
ご
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
時
は
、
そ
の

プ
ラ
ン
が
村
を
通
し
て
、
長
野

県
の
古
川
企
画
課
長
と
地
方
課

の
小
熊
課
長
に
よ
っ
て
、
自
治

省
の
地
域
総
合
整
備
事
業
に
採

択
い
た
だ
き
ま
し
た
（
そ
の
後
、

古
川
さ
ん
は
出
身
地
の
佐
賀
県

の
知
事
に
当
選
さ
れ
国
会
議
員

に
な
ら
れ
ま
し
た
）。

毎
年
地
主
さ
ん
達
に
報
告
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
交

流
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
1
号
店
以
来
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
直
営
店
は

75
店
舗
に
な
り
、
三
水
村
に
移

転
し
た
時
は
30
名
位
の
ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
現
在
は
全
国
で
５
０
０
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
お
り
ま
す
。

飯
綱
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
、
フ
ー
ド
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
実
施
す
る
な
ど
年
々
成
長
し
て

き
て
お
り
、
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
発
信

の
最
重
要
の
存
在
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
飯

綱
町
と
の
取
り
組
み
で
は
、
町
の
名
産
の
ふ

じ
り
ん
ご
と
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
高
坂
り

ん
ご
の
シ
ー
ド
ル
や
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
の
シ
ー

ド
ル
を
、
町
の
ご
指
導
で
地
元
生
産
者
さ
ん

と
共
同
で
生
産
し
て
お
り
、
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

創
業
の
信
用
や
資
金
不
足
、
人
材
不
足
、

知
名
度
が
な
い
な
ど
な
い
な
い
づ
く
し
で
、

い
つ
も
不
安
な
中
で
、
経
営
が
苦
し
い
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
多
く
の
方
の
支
え
の

お
陰
で
な
ん
と
か
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

株式会社サンクゼール
代表取締役社長　久　世　良　三

飯綱町商工会

サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
の
歩
み 注目Vol.103

この　に人

この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済
資金の
貯蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え 更新契約できます！

　　　 そのメリットは…
１　現在の保障内容が継続可能！
２　告知や診査等は不要！
３　病気や入院中の方でも更新可能！
○ 更新とは、既加入の契約が満期になった時、

健康状態に関係なく原則としてそれまでの保
険金額の範囲内で保障を継続できる制度です。

サンクゼール本店

（←詳細は左ページ）
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■
小
谷
村
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

６
種
類
商
品
化
！

今
年
２
期
目
と
な
る
村
長
の
公
約
の
一
つ
が

働
く
場
所
の
確
保
で
し
た
。
そ
し
て
地
域
づ
く

り
の
窓
口
と
し
て
、
特
産
推
進
室
が
役
場
に
設

置
さ
れ
た
の
が
平
成
24
年
で
し
た
。
当
時
副
村

長
を
退
職
さ
れ
た
方
が
特
産
推
進
室
長
と
な
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
商
工
会
は
商
品
開
発

分
野
を
立
ち
上
げ
て
く
れ
」
と
依
頼
さ
れ
、
そ

の
年
、
全
国
展
開
調
査
研
究
事
業
５
０
０
万
円
、

次
の
25
年
度
は
全
国
展
開
本
体
１
年
目
事
業
１
、

２
０
０
万
円
、
昨
年
26
年
度
は
全
国
展
開
本
体

２
年
目
事
業
１
、２
０
０
万
円
と
村
の
全
面
的

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
売
れ
る
商
品
を
開

発
し
ま
し
た
。

小
谷
村
に
は
旬
の
山
菜
や
キ
ノ
コ
は
自
慢
で

き
ま
す
が
、
お
土
産
と
し
て
通
年
提
供
で
き
る

食
品
が
極
端
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

た
め
商
品
開
発
は
一
貫
し
て
、
賞
味
期
限
が
長

く
設
定
で
き
る
無
添
加
の
加
工
食
品
開
発
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

■
３
年
間
取
組
ん
で
き
て

・
教
訓
1

生
産
者
、
製
造
者
、
販
売
者
と
の

連
携
が
見
通
せ
な
け
れ
ば
特
産
品

開
発
に
商
工
会
が
関
わ
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
必
ず
失
敗
し
ま
す
。

・
教
訓
2

特
産
品
開
発
に
取
組
む
と
き
は
、

腹
を
く
く
り
ま
し
ょ
う
。
開
発
し

た
ら
、
原
材
料
の
確
保
、
製
造
施

設
従
業
員
の
確
保
、
販
売
・
販
路

開
拓
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
抜
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

・
教
訓
3

当
た
り
前
の
誰
で
も
知
っ
て
い
る

加
工
食
品
を
開
発
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
食
卓
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。
お
土
産
で
は
な
く
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
が
テ
ー
ブ
ル
に
置
い

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

・
教
訓
4

流
通
や
店
頭
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。
ど
ん
な
商
品
で
も
デ
リ

バ
リ
ー
し
ま
す
よ
ね
。
流
通
に
歓

迎
さ
れ
る
常
温
保
存
の
で
き
る
加

工
食
品
を
開
発
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
割「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
マ
ル
シ
ェ
」

40
％
割
引
被
災
地
支
援
商
品
で
通
販
中
！

商
工
会
は
い
ま
─
Vol.99

中信

ドレッシング6種詰合セット

東京ビッグサイトグルメショー秋2015出展

ふるさと割40%OFF被災地支援商品
NAGANOマルシェ（通販サイト）へ出展

ドレッシング製造

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　 商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月までの健康な方

Ⅲ 加入期間　10 年間
Ⅳ 加入口数　被保険者 1 人につき 20 口まで（1 口 2,000 円）

Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　 貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　 満　期　時： 満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお返しします。

　中途解約時： 中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立金元利合計を
お返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　 毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら

れ、満期時等に返戻されます。
Ⅷ 融資
　　 加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数

に応じ最高2,000万円までの利用ができます（た
だし、商工会等での審査があります。）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

商工貯蓄共済加入のご案内

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6～39歳 1～15口 16～20口 100万円40～46歳 1～12口 13～20口
47～54歳 1～20口  ｜ 50万円
55～65歳 1～20口 ｜ 25万円

お問い合わせはお近くの商工会へ
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経
今
年
の
就
活
戦
線
は
売
り
手
優
位
市
場
と
し
て
、

バ
ブ
ル
期
就
活
戦
線
の
再
来
か
、
な
ど
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
手
不
足
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回
復
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
わ
け
で
す
が
、
急
激

な
少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
人
口
減
少
に
よ
る
生

産
労
働
人
口
の
減
少
が
底
流
に
あ
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
恒
常
的
に
人
手
不
足
が
続
く
と
考
え
る
の

が
賢
明
だ
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」「
情
報
」
と
い
っ
た
経
営
資
源
の
な
か
で

最
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
「
ヒ
ト
」
を
確
保
す
る

の
が
困
難
に
な
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

中
小
企
業
が
こ
う
し
た
時
代
に
対
応
し
生
き

残
っ
て
い
く
に
は
、
限
ら
れ
た
社
員
の
能
力
を
最

大
限
に
高
め
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
、
す
な
わ

ち
「
稼
げ
る
人
材
」「
人
を
育
成
で
き
る
人
材
」
に

現
有
社
員
を
育
て
る
こ
と
が
優
先
課
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。

ま
ず
は
人
材
育
成
の
構
成
要
素
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。「
社
員
」
を
取
り
囲
む
人
材
育
成

の
骨
組
み
に
は
、「
①
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
②

人
事
戦
略
」、「
③
人
事
制
度
」、「
④
人
材
育
成
計
画
」、

「
⑤
企
業
風
土
・
伝
統
、
人
間
関
係
（
職
場
・
上
司
）」、

「
⑥
本
人
の
生
い
立
ち
、
信
条
・
理
念
、
価
値
観
、

感
性
」、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
⑥
以
外
は
企
業

の
努
力
に
よ
っ
て
対
応
が
十
分
に
可
能
で
す
（
特

に
①
～
④
は
直
ぐ
に
対
応
で
き
ま
す
）。

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
支
援
の
現
場
を
通
じ
て

言
え
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
人
材
育
成
の
仕
組
み

（
①
～
④
）
が
無
い
中
小
企
業
が
多
数
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
企
業
の
若
手
社

員
か
ら
は
、「
今
の
会
社
に
い
て
も
自
分
の
将
来
像

が
描
け
な
い
…
」「
こ
の
会
社
に
い
て
も
自
分
は
成

長
で
き
な
い
だ
ろ
う
…
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
反
面
、
そ
の
中
小
企
業
に
合
っ
た
仕

組
み
を
し
っ
か
り
構
築
で
き
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、

ま
た
、
主
体
的
な
行
動
が
目
立
ち
、
結
果
と
し
て

好
業
績
が
連
続
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
中
小
企
業

で
も
採
用
し
や
す
い
の
が
、
評
価
・
処
遇
・
昇
進

昇
格
が
連
動
し
た
人
事
評
価
制
度
に
な
り
ま
す
。
今

か
ら
10
数
年
前
に
流
行
っ
た

「
成
果
主
義
」
的
な
制
度
で

は
な
く
、
そ
の
中
小
企
業
が

求
め
る
人
材
像
を
明
示
し
て
、

そ
の
達
成
状
況
を
評
価
（
定

性
的
・
定
量
的
評
価
基
準
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、処
遇（
給

与
制
度
、
賞
与
支
給
制
度
）

や
昇
進
昇
格
（
昇
進
昇
格
体

系
、
昇
進
昇
降
格
基
準
）
が

決
ま
っ
て
い
く
制
度
で
す
。

最
も
重
要
な
の
は
、
形
だ
け

の
制
度
を
導
入
す
る
の
で
は

な
く
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の

行
動
と
会
社
の
向
う
方
向
性

（
①
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
よ
う
に

制
度
を
設
計
・
運
用
し
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
も
社
会
人
生
活
の
な
か
で
多
く
の
部
下
と
接

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
人
材
育
成
を
通

じ
て
部
下
が
自
身
の
成
長
を
感
じ
、
更
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
時
に
こ
そ
、
上
司
と
し
て
の

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

深
刻
化
す
る
人
材
不
足
に
備
え
て
人
材
育
成
に
取

り
組
む
こ
と
は
経
営
の
優
先
課
題
で
す
が
、
地
域

の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
て
次
代
を
担
う
一
人
で

あ
る
社
員
の
成
長
を
後
押
し
す
る
こ
と
は
、
経
営

者
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
使
命
で
あ
り
、
最
大
の

喜
び
で
も
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

人材育成に
取り組んでいますか？

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社マネジメント・リライアンス
中小企業診断士
中澤　俊成　氏
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法 １

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、

個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
）
及
び
同
法
施
行
令

は
、
平
成
15
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
ま
た
、

こ
の
法
令
と
合
わ
せ
て
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

関
係
各
省
庁
に
よ
り
多
数
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
は
、
上
記
法
令
や
基
本

方
針
及
び
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
（
１
）
「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関

す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

そ
の
他
の
記
述
等
（
例
え
ば
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
財
産
や
負

債
状
況
、
職
業
な
ど
）
に
よ
り
特
定
の
個
人

を
識
別
で
き
る
も
の
、と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
人
等
の
役
員
・
理
事
や
従
業
員
に
つ
い

て
の
情
報
も
個
人
情
報
で
す
。
ま
た
、
個
人

情
報
は
、
公
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
を
問
い

ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
個
人
に
関
す
る
殆
ど
の
情
報
が

「
個
人
情
報
」
を
構
成
す
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

�����（
２
）
個
人
情
報
の
う
ち
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に

よ
り
、
検
索
で
き
る
よ
う
体
系
的
に
構
成
さ

れ
た
も
の（
例
え
ば
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
他
に
、

ペ
ー
パ
ー
媒
体
で
検
索
可
能
な
よ
う
に
体
系

化
さ
れ
て
い
る
も
の
）
は
、「
個
人
デ
ー
タ
」

と
定
義
さ
れ
、
ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
の
う
ち
、

事
業
者
が
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・
利
用

停
止
等
を
行
う
権
限
を
有
す
る
も
の
は
「
保

有
個
人
デ
ー
タ
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
個

人
情
報
保
護
法
等
に
よ
る
規
制
の
仕
方
が
違

い
ま
す
。

３

個
人
情
報
保
護
法
で
規
制
す
る
対
象
者
（
事

業
者
）
は
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
で
す
。

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
と
は
、
個
人
情
報
の

対
象
（
個
人
）
の
人
数
の
合
計
が
、
過
去
６
ヵ

月
以
内
の
ど
こ
か
１
日
で
も
５
、０
０
０
人
を
超

え
る
情
報
を
事
業
の
用
に
供
す
る
事
業
者
の
こ

と
で
す
。

「
５
、０
０
０
人
」
は
多
数
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
顧
客
台
帳
、
Ｄ
Ｍ
送
付
名
簿
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
社
員
名
簿
、
株
主
名
簿
等
の
人
数
を

合
算
す
る
と
５
、０
０
０
人
を
超
え
る
個
人
情
報

を
保
有
す
る
事
業
者
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
（
特
に
、
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
）。

４

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
情
報
取
得
の
場
面

ａ

利
用
目
的
を
、
出
来
る
だ
け
特
定
し
て
明

示・通
知・公
表
す
る
こ
と
。
ｂ

不
正
に（
例

え
ば
、
利
用
目
的
を
偽
装
し
て
情
報
入
手
す

る
等
）
情
報
取
得
し
な
い
こ
と
。

（
２
）
利
用
・
管
理
の
場
面

ａ

明
示
等
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用

す
る
こ
と
。
も
し
、
目
的
外
で
利
用
す
る
場

合
は
、
個
別
の
同
意
を
得
る
こ
と
。

ｂ

保
有
す
る
個
人
情
報
が
「
個
人
デ
ー
タ
」

に
該
当
す
る
場
合
は
、
更
に
、
正
確
性
と
最

新
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
漏
洩
・
滅
失
・
毀

損
の
防
止
の
た
め
の
安
全
管
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
（
従
業
員
教
育
や
委
託
業
者
へ
の
監

督
も
含
み
ま
す
）。

（
３
）
第
三
者
へ
の
情
報
提
供
の
場
面

原
則
と
し
て
、
個
人
（
本
人
）
の
事
前
承

諾
を
得
て
お
く
こ
と
。

（
４
）
個
人
（
本
人
）
と
の
関
係

保
有
す
る
個
人
情
報
が
「
保
有
個
人
デ
ー

タ
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ａ

個
人
情
報

の
利
用
目
的
等
を
、
何
時
で
も
個
人
（
本
人
）

が
知
り
得
る
よ
う
に
処
置
し
て
お
く
こ
と
（
例

え
ば
、
通
知
）。
ｂ

個
人
（
本
人
）
か
ら
、

開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
等
の
求
め
が
あ
っ

た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
ら
の
求
め
に
応
じ
た
措
置
を
執
る
こ
と
。

５
（
１
）
な
お
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人

情
報
の
取
得
に
あ
た
っ
て
、
公
表
・
通
知
等

に
と
ど
ま
ら
ず
、
所
定
の
同
意
書
に
当
該
個

人
の
署
名
を
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
２
）
ま
た
、「
個
人
デ
ー
タ
」
に
該
当
し
て
い
れ

ば
当
然
で
す
が
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
安
全

管
理
に
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
（
例
え
ば
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
、
情
報
の
保

管
方
法
等
）。

特
に
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
」（
思
想
信
条

や
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
り
得
る
情
報
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護

法
違
反
の
み
な
ら
ず
、
重
大
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

（
３
）
ま
た
、
利
用
目
的
外
に
利
用
す
る
こ
と
や

安
易
に
第
三
者
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
（
例

え
ば
、
親
子
会
社
間
で
も
）
も
、
厳
に
慎
む

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

個人情報保護法の概要

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

弁護士
平島　史彦　氏
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７
月
１
日
（
水
）、
塩
尻
市
「
ホ
テ

ル
あ
さ
ひ
館
」
に
て
専
門
分
野
グ
ル
ー

プ
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
よ

り
専
門
的
な
支
援
を
行
う
新
た
な
経
営

支
援
体
制
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
の
運
営
が
開
始

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
全
体
の
支
援

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

専
門
分
野
は
、
①
事
業
承
継
支
援
、

②
製
造
業
支
援
、
③
商
業
支
援
、
④
販

路
開
拓
（
新
規
取
引
）
支
援
、
⑤
創
業

支
援
、
⑥
農
商
工
連
携
支
援
、
⑦
観
光

業
支
援
、
⑧
海
外
展
開
（
輸
出
入
）
支

援
の
８
分
野
で
、
各
分
野
ご
と
に
上
席

専
門
経
営
支
援
員
と
主
任
経
営
支
援
員

等
が
グ
ル
ー
プ
を
構
築
し
、
ス
テ
ー
ジ

Ⅱ
か
ら
上
が
っ
た
案
件
に
対
し
て
支
援

し
て
参
り
ま
す
。
上
席
専
門
経
営
支
援

員
は
、
県
下
４
地
区
事
務
所
に
常
駐
し

て
い
ま
す
が
、
全
県
対
応
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
県
下
ど
こ
へ
で
も
支
援
に
伺

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
・
Ⅲ
の
支
援
事

例
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
経
営
支
援

情
報
の
共
有
化
を
図
り
よ
り
質
の
高
い

支
援
を
目
指
す
と
と
も
に
、
商
工
会
が

取
り
組
む
経
営
支
援
事
業
の
成
果
の

「
見
え
る
化
」に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

商工会中期マスタープラン進行中 !!
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
本
格
稼
働

渡
わたなべ

辺　稔
みのる

西
にしかわ

川　登
のぼる

山
やまぐち

口　真
しん じ

次 田
たな か

中　照
てるみつ

光

宮
みやじま

島　章
あきら

篠
しのはら

原　長
ちょうへい

平 山
やま だ

田　修
おさむ

製造業支援（+事業承継）

商業支援（+販路開拓）

販路開拓（新規取引）支援（+商業）

事業承継支援（+海外展開）

製造業支援（+事業承継）

創業支援（+農商工連携）

海外展開（輸出入）支援（+製造業）

コンタクト：東信事務所　TEL.0267-25-3727

●専門分野＆得意分野
ものづくりの改善・革新
・生産性向上
・新規需要、新規製品探索
・水晶、セラミック等の加工プロセス及び周辺技術
・3D-CAD、CAM及び3Dプリンターの活用
●資格

3D-CAD利用技術2級認定

コンタクト：中信事務所　TEL.0263-47-8880

●専門分野＆得意分野
・年間販促計画立案
・イベント計画立案
 ・販売支援

コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・営業スタンス全般
・販売課題への取組
・顧客満足度の推進
・リテールサポート
●資格

・福祉用具専門相談員

コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・中小企業経営全般　・新規事業立ち上げ
・製造技術（TPS） 　  ・国際物流
・電子機器生産技術
●資格

・宅地建物取引士 ・TOEIC 815点
・日商簿記2級

コンタクト：南信事務所　TEL.0265-24-8406

●専門分野＆得意分野
 ・品質管理、環境管理　・生産管理（工程改善）
 ・切削加工生産技術 ・製造業全般
●資格
 ・特別管理産業廃棄物管理責任者
 ・品質管理検定３級

コンタクト：中信事務所　TEL.0263-47-8880

●専門分野＆得意分野
・新規事業の発掘、創業支援
・産学官、農商工連携事業支援
・販路開拓、業務提携支援
・経営業務改善、改革支援

コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・海外工場の立ち上げ支援
・製造プロセスの構築、改善
・製造原価の分析と低減
・海外材料の購入ルート構築
●資格

第一種衛生管理者

注意事項
亀山直樹、藤澤貴志両名は、平成27年度については
被災地域等産業復興支援事業専任となります。
また、篠原長平は、平成27年度については被災地域
産業復興支援事業を兼任します。 

全員が全県対応いたします。 

順不同
2015年 5月上席専門経営支援員紹介（ダイジェスト版）



　

南
相
木
村
は
長
野
県
の
東
南
端
、
群
馬
県

境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
西
20
㎞
、
南
北

５
㎞
の
細
長
い
地
形
で
千
曲
川
の
支
流
、
南

相
木
川
が
谷
間
を
縫
う
よ
う
に
東
か
ら
北
西

へ
流
れ
て
い
ま
す
。
東
は
群
馬
県
多
野
郡
上

野
村
、
西
は
小
海
町
に
、
北
は
北
相
木
村
に

連
な
り
、
南
は
川
上
村
・
南
牧
村
に
隣
接
し

て
い
ま
す
。
村
の
北
側
に
は
御
座
山
が
あ
り
、

南
は
天
狗
山
か
ら
馬
越
峠
を
越
え
て
三
国
山

へ
と
続
き
ま
す
。
村
の
中
央
に
位
置
す
る
峰

雄
山
の
南
に
三
川
、

北
は
栗
生
川
が
流
れ
、

中
島
で
合
流
し
て
南

相
木
川
と
な
り
、
千

曲
川
に
注
い
で
い
ま

す
。
総
面
積
の
８
割

程
度
を
山
林
原
野
が

占
め
、
南
相
木
川
に

沿
っ
て
10
の
集
落
が

点
在
し
て
お
り
、
人

口
は
約
１
、１
０
０
人

で
す
。

　

気
候
は
、
内
陸
性

高
冷
地
気
候
で
、
年

間
平
均
気
温
は
９
℃
。

夏
季
も
冷
涼
で
気
温

格
差
が
大
き
い
の
が

特
徴
で
す
。
降
水
量

も
年
間
１
、０
０
０
㎜

か
ら
１
、２
０
０
㎜
と

少
な
く
、
冬
期
の
降
雪
量
も
少
量
で
す
。
冬

は
北
西
の
風
が
強
く
、
厳
し
い
寒
さ
が
長
く

続
き
ま
す
。

　

縄
文
時
代
に
は
、
こ
の
地
に
人
々
が
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
安
、
鎌
倉
時
代
は
大
井
庄
に
属
し
、
戦
国

時
代
に
は
相
木
氏
の
居
住
地
と
な
り
、
こ
れ

が
村
名
の
由
来
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
幕
府
天
領
と
な
り
、
明
治
に
入
っ
て
か

ら
も
、
近
世
か
ら
の
村
域
が
長
野
県
の
直
轄

地
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

南
相
木
村
の
観
光
資
源
と
し
て
、今
回
「
南

相
木
ダ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

南
相
木
ダ
ム
は
岩
石
や
土
砂
を
積
み
上
げ

て
造
ら
れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
す
。
東

京
電
力
㈱
の
揚
水
式
発
電
所
で
あ
る
神
流
川

発
電
所
の
上
部
調
整
池
（
奥
三
川
湖
）
と
し

て
建
設
さ
れ
、
平
成
16
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

南
相
木
川
の
最
上
流
部
に
位
置
し
、
高
さ

１
３
６
ｍ
、
幅
４
４
４
ｍ
の
大
き
さ
が
あ
り

ま
す
。
標
高
は
１
、５
３
２
ｍ
で
、
大
規
模

な
ダ
ム
と
し
て
は
日
本
一
標
高
の
高
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。

　

南
相
木
ダ
ム
右
岸
の
天
空
の
石
広
場
、
ダ

ム
真
下
の
ウ
ズ
マ
ク
ヒ
ロ
バ
へ
は
車
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
奥
三
川
湖
の
周
回
は
約

５
・
５
㎞
の
散
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
や
周
辺
の
森
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し

て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
他
に
も
ダ
ム

の
周
り
に
は
公
園
や
、
魚
の
棲
む
水
路
が
あ

り
、
訪
れ
た
人
々
を
癒
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

南
相
木
村
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
南
相

木
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
。
10
回
目
と
な

る
今
回
は
、
10
月
25
日
（
日
）
に
開
催
予
定

で
す
。
昨
年
は
、
奥
三
川
満
喫
コ
ー
ス
（
10

㎞
）・
ダ
ム
湖
周
回
コ
ー
ス
（
５
㎞
）
２
つ

の
コ
ー
ス
を
準
備
し
、
参
加
さ
れ
た
大
勢
の

皆
様
に
南
相
木
ダ
ム
の
魅
力
、
南
相
木
村
の

自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
特
産
の
南
相

木
そ
ば
・
イ
ワ
ナ
焼
き
も
大
好
評
で
し
た
。

県
外
や
家
族
連
れ
の
皆
様
な
ど
年
々
参
加
者

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

11 ●商工連ながの H27.8月号

日
本
一
標
高
の
高
い
場
所
に

あ
る
南
相
木
ダ
ム

～
奥
三
川
湖
～

Vol.13
南相木村商工会

紅葉のウズマクヒロバ

新緑の奥三川湖
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平成27年10月から、マイナンバーを一人ひとりにお届けします。
・マイナンバーは国民一人ひとりが持つ12桁の番号で「通知カード」が送られてきます。
・平成28年１月から社会保障・税・災害対策の行政手続で利用が始まります。
・マイナンバーは生涯を通じて利用し、原則変更されませんので、大切にしてください。

行政手続が、早く、簡単かつ正確に行えるようになります。
・ 社会保険の手続や源泉徴収票などにマイナンバーを記載し、行政手続で利用することで、確認作業の無

駄が削減され、また添付書類の省略による簡素化が図られます。
・ 正確な情報に基づく確認により、給付金等の不正受給を防止できるなど、公平・公正な社会を実現します。

事業者は、行政手続などのため、従業員などのマイナンバーを取り扱います。
・ 事業者は、社会保険の手続や源泉徴収票の作成などにおいて、従業員などからマイナンバーの提出を受

け、書類などに記載します。
・ 個人情報を守るため、マイナンバーは、法律で定められた範囲以外での利用が禁止されており、またそ

の管理に当たっては、安全管理が義務付けられます。

　　　　☆ 　マイナンバーの導入に際し、事業者のみなさまは、社会保障や税の手続きのため、従業員の
方々からマイナンバーを取得し、適切に管理・保管する必要があります。

　　　　　　従業員数の少ない事業者では、以下のチェックリストを参考にしてください。□✓
＜担当者の明確化と番号の取得＞
　□　マイナンバーを扱う人を、あらかじめ決めておきましょう（給料や社会保険料を扱っている人など）。
　□ 　マイナンバーを従業員から取得する際には、利用目的（「源泉徴収票作成」「健康保険・厚生年金保険

届出」「雇用保険届出」）を伝えましょう。
　□　 マイナンバーを従業員から取得する際には、番号が間違っていないかの確認と身元の確認が必要です。
　　　① 顔写真の付いている「個人番号カード」か、②10月から届くマイナンバーが書いてある「通知カー

ド」と「運転免許証」などで確認を行いましょう。
　　　　※　 従業員で身元の確認が十分できている場合は、番号だ

け確認してください。
　　　　※　 アルバイトやパートの方も、マイナンバーの番号確認

や身元確認が必要となります。

＜マイナンバーの管理・保管＞
□ 　マイナンバーが記載された書類は、カギがかかる棚や引き出しに大切に保管するようにしましょう。

無理にパソコンを購入する必要はありません。
□ 　パソコンがインターネットに接続されている場合は、ウィルス対策ソフトを最新版に更新するなどセ

キュリティ対策を行いましょう。
□ 　従業員の退職や契約の終了などでマイナンバーが必要なくなったら、細かく裁断するなどマイナン

バーの書いてある書類を廃棄しましょう。パソコンに入っているマイナンバーも削除しましょう。

マイナンバー導入チェックリスト

平成27年10月からマイナンバー制度、はじまります。

表面（案） 裏面（案）

「個人番号カード」 「通知カード」

住民票を
チェック

書留郵便で
受け取ろう

個人番号カード
を申請しよう

個人番号カード
を受け取ろう

マイナンバー
利用開始

2015年 2016年～10月 1月10月～ ～ ～

ご不明な点はマイナンバーのコールセンター  0570－20－0178 へ
※　ナビダイヤルは通話料がかかります。　　　※　平日９時30分～17時30分(土日祝日・年末年始を除く)
※　一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、050－3816－9405におかけください。


